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事業所名 フレデリック西新 支援プログラム（参考様式） 作成日 2025 年 3 月 20 日

法人（事業所）理念

支援方針

営業時間 時 分から 時 分まで 送迎実施の有無 あり

支　援　内　容

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

家族支援 移行支援

地域支援・地域連携 職員の質の向上

主な行事等

　「ひとりでできる　みんなでできる」をモットーに、子どもも大人も、自らの「生きる力」を育みます。
　　社会の一員として周囲への信頼と意欲を持ち、日々の生活を楽しみます。
　　
　
　遊びや活動による自然なやり取りの中で、ソーシャルスキルの習得をめざします。
　生活体験や感覚遊び、調理や戸外活動等を通じて五感を育みます。
　継続的かつ専門的なアセスメントによって、特性や成長段階に即した環境調整ができるよう支援します
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　日々の健康チェックと健康状態の把握を行います。
　身辺自立と社会生活の基礎となる心身の健康づくりをめざして、必要な生活スキルの習得や生活習慣の定着を図ります。

　調理や戸外活動、色・形・数・音・リズムへの興味と関心を広げる感覚あそび等を通じて五感を育みます。
　感覚面の特性や不器用さなど本人の特性に合う環境づくりの方法や、周囲に援助を求める方法を一緒に考えます。

　子どもの行動の背景にある動機を丁寧に観察し、受け止め方や理解の特性に応じた環境調整やアセスメントを行います。
　ABAの観点から分析を行い、望ましい行動を強化していきます。

言語
コミュニケーション

　遊びや体験の中で関わりや要求が生まれる環境を設定し、コミュニケーションの意欲が沸き上がるように支援します。
　スモールステップで、非言語や言語コミュニケーションが「できた」「楽しい」「嬉しい」体験を積み重ねるよう設定します。

人間関係
社会性

　安心感を持てる大人との関わりを起点に、支援者の見守りのもとで、一人ひとりの社会性の発達に応じた小集団活動や遊びを提供します。
　支援者が適宜介入しながら小集団の中で生じる葛藤や主張を経験し、同年齢集団、異年齢集団での活動につなげていきます。

　
　
　定期的に保護者会や個別面談、勉強会を行います。

○将来の自立に向けた社会性と生活スキルの獲得を支援します
○地域活動や行事に参加することで地域の子どもたちや大人との交流を促進します
○自力での登下校や入退室が必要な児童に通所自立支援を行います

　
　地域の物産やクラフト体験含むバザーを開催したり地域の行事参加を通じて利用児童　の将
来に関わる学校や事業所との連携を深めます
　地域の行事例…稲刈り・餅つき・秋祭り　他

○内部研修…公認心理士によるABA研修　等
○外部研修…行政等の研修、職員希望のスキルアップ研修導入＊費用は事業所負担
○研修環境…ハグ・リタリコ ・障がい児成長支援協会等の研修システム

　○4月/春休みプログラム・新入生プログラム　○5月/こどもの日・母の日　○6月/まもるーむ外出　○7月-8月/夏休みプログラム・家族を招いて夏祭り　
　○10月/秋の外出・ハロウィン　○11月/秋祭り参加・さわらの秋バザー開催　○12月/クリスマス会・餅つき・冬休みプログラム　○1月/新年おめでとう・冬休みプログラム・みそづくり　
　○2月/西新散策　○3月/卒業おめでとうプログラム・春休みプログラム・能古島ハイキング　など
　○通年行事…お誕生おめでとうおやつ


